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はじめに

実験系の生物学は､ 生命現象を観察し､ こ の現象を

説明するための仮説を立て ､ 実験によ っ て検証 し､ 生

命現象を解明 して いく学問である｡ 昨今の児童生徒の

理科離れが叫ばれ七久 しいが ､ 筆者が講義を受け持っ

て い る大学の教養課程の学生( 主として 1 年生､ 約 1

5 0 名､ 平成 1 2 年度) を対象として聞い たところに

よると
､ 大半 の高校ではすでに理科の実験は行 っ てお

らず､ 行 っ て い てもその内容は筆者が高校生だ っ た 2

0 年も前の理科実験とほぼ同じであっ た｡ 大学入試の

ための知識を詰め込むだけの教育に偏 っ て い ては､ 理

科好きな コ ドモ 旺育たない ｡ か とい っ て今 の教育制度

の中で理科実験の時間を増やすことは､ 不可能であろ

う｡ それにも拘わらず､ ヒトクロ
ー ン問題､. 狂牛病問

題等バイオ関係の話題が ､ 現代生活の 中で とぎれるこ

とはない ｡ 現代生活 - の バ イオテクノロ ジ
ー

の 浸潤を

考えるとき+ これらに つ い て し っ かりと した知識を持

っ て い る こ とは重要で あると考えられる｡ そ こ で筆者

は､ 講義時間等に制約されず､ バ イオテクノ ロ ジ ー に

関して学 ベ るイ ンタ
ー ネ ッ ト上の仮想空間を考えた｡

幸い に して このアイデアが認められ､ 平成 1 2 年度 ､

新潟大学教育開発センタ
ー

経費を受領 し､ イ ンタ
ー

ネ

ッ ト上に 『生物学仮想実験室』 (h tt p :// w w w2 .
m n e t . g

e . nii g at a - u . ac . j p/ - s u gi m o t o/) を設立 し､ 公開した ｡

こ の 『生物学仮想実験室』 には､ 3 つ の実験室と 1 つ

の実習準備室､ 1 つ の学生実習室が存在し､ 3十っの実

験室で 臥 PC R 法に よる遺伝子の増幅実験､ 遺伝子の

動物細胞 ヘ の導入実験､ 遺伝子発現の解析実験な どの

模様を､ 静止画 と動画を組み合わせ て解説し､ 学生実

習室では筆者が担当 して いる理学部生物学科 3 年生

の分子生物学実習の模様を納め､ 実験準備室は､ 実験

関係器具等の解説の場とした｡ こ のホ ー ム ペ ー ジ は教

養校舎のサ ー バ ー 上 に存在 し､ 筆者の理学部上のホ ー

ム ペ ー ジ からもアクセスできるようにな っ て い る( つ

まり学外からのアクセスも可能である) ｡ ホ ー ム ぺ -

ジの作成に当た っ て は､ そ の ほ とんどの実験を筆者が

行い ､ そ の模様をホ
ー ム ビデオカメラに収めるのと同

時に､ デジタルカメラにも収め､ それらを編集した上

で最終的にホ ー ム ペ ー ジ にまとめ上げた｡ で きる限り

画像を多用 し､ 閲覧者が生物系の 実験室の雰囲気を感

じ取られるように努力した｡

作製したホ
ー ム ペ ー ジの学生による評価

筆者はこ の ホ ー ム ペ ー ジ の アドレス を担当する教

養講義の中で学生に教え､ 学生に閲覧するよう求め､

講義 の終わりに学生にアンケ
ー トをとり

､ 作製 したホ

ー ム ペ ー ジ の評価を行 っ た｡ そ の結果､
.
7 割以上の学

生がすで にイ ンタ
ー

ネ ッ トにアクセスする状況下に

あるこ とが判明した (表 1 ) o 意外にも高い 気が した

が現在の携帯電話の普及率を考える と､ こ の数字は驚

くに値 しな いかも しれない ｡

[表 1 イ ンタ ー

ネ ッ ト へ の アクセス に つ い て]

人 数 ‾ 割合 ( % )A

毎日行う - 2 3 1 7 . 0

時々行うL 8 2 6 0 . 7

興味はあるが して いな い 1 8 1
'
3 . 3

して い な い ( 興味な し) 1 2 8 .

'9

さらに ､ 情報の入手方法に関して は､ ほぼ 9 7 % も

の学生が知 っ て い ると答えた ( 表2 ) ｡ こ れらの こと

から
､
必要な情報を必要な時にイ ンタ

ー

ネ ッ ト上で検

索するこ とがで きるとい う現代の 若者の横顔が浮か

び上が っ た｡ ･
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[ 表 2 イ ンタ ー

ネ ッ ト上の情報の入手方法に つ い

て]

人 数 割合 ( %)

詳しく知 っ て い る 6 8 5 0 . 7

知 っ て い る 6 . 3 4 7 . 0

わからない 2 2 . 2

こ の ような横顛を持つ 学生に対 して このホ ー ム ペ

ー ジを評価 してもら っ たと ころ､ 当然の ことながらホ

ー ム ペ ー ジ に アクセ ス する こ とに関して､ 約 9 5 % も

の学生が簡単と答えた｡ そ して このホ ー ム ペ ー ジの作

製意図である､ 生物系の実験室の雰囲気をつ かむこ と

ができたかに関する質問では9 5 % 程度の学生が､ 雰

囲気を (程度は個人個人で異な 引こせ よ) つ かむ こ と

ができたと回答した (表 3 ) ｡ だ が ､ 全く雰囲気を感

じ取る事ができないと答えた学生も5 . 2 % 存在 した｡

[ 表3 実験室の雰囲気を つ かむこ とができたか]

人 数 割合 ( % )

( 雰囲気が) わか っ た 4 7 3 4 . 8

少 しわか っ た 8 1 6 0 . 0

で きなからた 7 5 .
2

さ らに
､
そ こ で展開されて い る内容に つ い て ､ 次の

ような集計結果とな っ た｡

[ 表4 内容に対する理解に つ い て]

人 数 割合 ( % )

内容をよく理解できた 1 2 8 . 9

少 しわか っ た L 9 4 6 9 . 6

垣解できなか っ た 2 9 2 1 . 5

以上の結果から､ おおかたの学生は､ 生物系の実験

室の雰囲気を感 じ取り､- 内容に関しても理解できたよ

うであるo 学生自身による内容の理解度の判断放､ 本

来ならばそれを確認( 検証) する作業が必要であるが ､

こ こ は学生の判断を信頼すると して ､ 当初 の こ の教材

開発の目的は達成されたと判断して良さそうである｡

しか しながら､ 問題となるのは､ 全く理解できない
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と答えた学生も 2 9 人( 全体の約 2 0 % ) い るという

事実である ｡
こ の点は気にな っ たので ､

ア ンケ ー

ト結

果を学部別に分類 したとこ ろ､ 全く理解できないと答

えた学生は特定の学部に集中して い た (表 5 ) ｡ 特定

の学部に集中した原因は不明である｡ また内容が理解

できない と答えた学生に対 して調 べ た結果は､ 表 6 の

とおりである｡

[表 5 全く理解できないと答えた学生の所属学部]

学 部 人数 (合計 2 9 )

法学部 P

教育人間科学部 1 6

経済学部 5

人文学部 1

医学部 2

歯学部 0

工 学部 2

農学部 0 ,

･ 理学部 ′3

[ 表6 理廃できなか っ た 理由に つ い て]

項 . 目
､. 人

p
数 割合 ( % )

内容が高度 1 4 4 8 . 3

説明不足 0 0

勉強不足 1 5 5 1
.

. 7

そ の他 . 0 0

理解できなか っ た学生のお よそ半数は内容が高度

すぎると回答 ( 48 . 3 % ) し ､ 残りの半分が自分の勉強

不足である (5 1 . 7 % ) と回答した｡

内容を理解できたと回答 した学生に関して 内容に

関して質問したところ､ 以下の ようにな っ た( 表 7 ) 0

[ 表 7 内容に関する回答 ( 複数回答可) ]

項. 目 人 -
･

数

簡単すぎる 0 .

妥当である 3 4

もっ と高度にする べ き 4 9

解説を減らせ 5



解説を増やせ 5 5

実験室を増やせ

( 内容を増やせ)
4 6

実験垂を減らせ

( 内容を減らせ)
6

実験の療子を

も っ と見せ ろ

1 6

内容的に簡単すぎると判断 した学生はおらず､ 妥当

であると判断 した学生
･ も っ と高度なものをと要求 し

た学生が多く､ 学生の こ の分野に関する関心の高さが

わか っ た｡ こ れらの こ とを総合的に判断すると､ おそ

らく現代の高校教育で生物学を学ぶ機会の 少なか っ

た文系の学生に対しては､ 内容が少し難解で理系向き

であ っ たかも しれない と思われる｡

最後に この ような学習教材の必要性に つ い て質問

したところ､ 表 8 の回答を得た｡

[ 表8 こ の ような学習教材の必要性に つ い て]

人 数 割合 ( % )

是非必要である 9 8 7 3 . 7

あまり必要でな い 6 4
.

.

_
5

必要なし 1 0 7 . 5

判断できない 1 9 1 4 . 3

い ずれにせ よ､ こ の ような学習教材の必要性に つ い

て
､ 約 7 3 % の 学生が必要と認めているこ とは ､ 今後

もこの ような教材を提供 して い く必要が ある と思わ

れる｡

問題点と反省

学生に対するアンケ
ー トの結果､ い く つ かの問題点

の存在も明らかにな っ た｡ 記述向答で苦情を寄せてき

た中で
一

番多か っ たものは､ デ
ー タが重い ( デ ー タ 量

が大きい) という こ とであ っ た｡ 例えば実際の 実験室

でバ クテ リアがコ ロ ニ ー を形成 して い く模様を記録

した映像デ ー タは､ 学生がア パ
ー

トで閲覧するには､

ダウンロ
ー

ドに時間がかか っ て しまい ､ 料金を気にす

-
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る学生にとっ ては大変だ っ たらし い ｡ ブ ロ ー ドバ ンド

化が進み最近の 機器は大容量の デ ー タ に対応 してき

て い ると抜い え二学生が機器の更新を輝繁にできると

はい えず､ かとい っ て容量が小さいデ
ー

タでは何をし

て い るか判断できない ので ､
大きなデ

ー

タを提供した

とい う作成者側 との思惑が大きくずれた点である｡ 将

来的にはもう少 し工 夫した形でデ ー タを提供する事

を計画中である｡ 公共機関 ( 大学) 側の提供 して い る

ハ
ー

ド
/

の 中には､ ソ フ トの更新が進んで い ない との指

摘もあ っ た｡ 作成者側の反省点 としては､ 先のデ ー

タ

の大きさの問題と､ 全く理解できない 学生に対 して フ

ォ ロ
ー

する点が欠けてい た点である｡ さらに､ 内容的

に単に見 るだけのホ
ー

ム ペ
ー ジ に な っ て しま っ たこ

ともあげられる｡ 教科書的で はない ､ 双方向の 学 べ る

ペ ー ジ の作製を目指 して こ れか らも改善してい きた

い と思う｡

おわりに

こ の原稿を書き終えるの とはぼ同時期に､ ア メ リカ

で の テ ロ事件が勃発 した｡ こ の 時 の ハ イジ ャ ッ クされ

た旅客機が世界貿易セ ンタ
ー ビ ル に激突する衝撃的

なシ ー ンを目に した方も多い だろう｡ イ ンタ ー ネ ッ ト

の世界でも素早くこれは静止画 と動画で配信された｡

( 後に これらの映像は配信が中止された) それに続く

ア メリカ の報復攻撃でのア フ ガ ニ スタンの悲惨な状

況も世界の人々の知るところとな っ た｡ イ ンタ ー ネ ッ

トにアクセ ス できる環境にある限り世界の ど こ にい

ても､ ほぼ瞬時にこれらの ニ ュ ー

ス を知る こ と
'
が でき

るようにな っ たのは驚く べ きこ とである ｡ と同時に ､

ど こ に い ても学ぶこ とのできる教育的な質の高い コ

ンテ ンツを作成 し､ 提供して い く こ とは教育者にと っ

て これからますます重要にな ると考えられる ｡
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